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1. 講演割当時聞は8分です.

2. ポスターセッション用に 1階会議室を用意しました.このセッションへ割当てられた講演数は 36で，該当する方

へは案内書を送りま した.なお第3日11時からポスター講演のためのディスカッション用時間帯を設けま した.

3. Post dead-line papers用に第3日午後4時半から B会場を(数によっては，A会場も)確保しました.

4. スライドは透視した時に正しい上下関係になるようにして， その手前側上方に講演番号と氏名，映写j順序番号を

書き，下縁に 5mm位の赤線をつけて下さい.ピラ

は用いず，スライドまたはオーパーヘッドプロジェ

グターをご利用下さい.

5. 懇親会は第2日午後6時から京大生協吉田食堂(年

会場より徒歩5分)で行ないます.

6. W超新星』を主題に一般向け公開講演会を開催しま

す.この講演会は第1日，午後5時半から 8時まで

A会場を使用します.

(注) 第2日昼休み 「東京天文台改組について」の懇

談会を関きます(責任者: 庶務理事)-多数の参加を

呼びかけます.

。総会予告
5月13日(水)午後4時より昭和62年度総会を開催

します.会場は年会場 1階講演室 (A会場)です.

主な内容は，昭和 61年度諸報告，決算報告，会計監

査報告，昭和 62年度予算案，次期役員選挙，天体発見

賞贈呈案などです.
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会場 A (一階講演室)

第1日 5月12日(火)午前9時15分より 会場 A

A 1 銀河ディフューズX線と 26Al・decayr線の Wolf.Rayet説について: 松岡勝(理研)
A 2 オリオン領域の輝線星探査 1: 吉田重臣，小暮智一，仲野 誠(京大理)， S. D. Wiramihardja (ボスカ天文

台)，小倉勝男(国学院大)，岩田隆治(名大理)

A 3 B6周辺の星の uvbysiJlIJ光観測: 関宗蔵(東北大教養)，山崎篤磨(東大教養)
A4 銀河中心領域での分子雲の形成: 斎藤衛(京大理)
A 5 SPARTAN 1による銀河中心のX線観測: 河合誠之(理研)，.E. Fenimore， ， J. Middleditch (LANL)， R. 
Cruddace， W. Snyder.， G. Friti (NRL) ， M. Ulmer (Northwesten.Univ.) 

A6 銀河中心より到来するデカメーター電波パルス波形の実証: 大家寛，飯島雅英，森岡 昭(東北大理)
A 7 A STUDY OF THE RADIO SPECTRAL INDEX IN THE GALACTIC CE]NTRE REGION: W. Reich 

(東京天文台野辺山/MPIfR)，祖父江義明(東大理)

休憩

A 8 A MAP OF RADIO SPECTRAL INDICES FOR THE ENTIRE NORTHERN SKY: P. Reich， W. 
Reich (東京天文台野辺山/MPIfR)

A 9 銀河面近傍の広がった電波成分の性質: 半田利弘(東京天文台野辺山)，祖父江義明(東大理)， E. Furst (MP 
IfR) 

AlO銀河パノレジの化学進化: 佐場野裕，隈井泰樹，土佐誠(東北大理)
Al1銀河系の化学進化 n: 限井泰樹，佐場野裕，土佐誠(東北大理)
A12 Thick disk R方向分布の modelprediction: 山脈朋彦事榊，吉井議*伊東京天文台，紳東大理)

A13 銀河系の KinematicWarp n: 宮本昌典，吉津正則，鈴木駿策(東京天文台)
A14 巨大分子雲と渦状腕による恒星系の力学的進化: 安富 允，藤本光昭(名大理)
A15 ノ4ーカー不安定におけるコロナの効果: 松元亮治，堀内敏朗(京大理)，柴田一成(愛知教育大)，花輪知幸
(名大理)

第1日 5月12日(火)午後1時より 会場 A

A16 科学衛星“ぎんが". 横野文命(宇宙研)，“ぎんが"チーム(宇宙研，東大理，名大理，阪大理，理研， 立
教大，阪市大， レスター大，ラザフォード研，ラスーアラモス研)

A17 “ぎんが"搭載大面積比例計数管: 大橋隆哉，牧島一夫(東大理)，“ぎんが"チーム(字宙研，東大理， 名大
理，阪大理，レスター大，ラザフォードアッフ.ルトン研)

A18 iぎんが」搭載ガンマ線パースト検出器: 吉田篤正(宇宙研)他「ぎんが」チーム(宇宙研，ロスアラモス研，
宇宙線研，立教大，理研)

A19 Wぎんが』搭載の全天モニター (ASM)装置: 常深 博，北本俊二， 宮本重徳(阪大理)，他『ぎんが』チーム
A20 X線反射鏡の開発-V: 田原 譲，対馬正晴，丑丸直子，栗木久光，紀伊恒男，長瀬文昭(名大理)

A21 X線望遠鏡の幾何光学的収差について: 成相恭二(東京天文台)
A22 多天体同時決IJ光による測光精度: 西川 淳(東大理・東京天文台)
A23 天体物理データの主成分解析. 湯浅 学，海野和三郎(近畿大理工総研)
A24 日本 TI社製 CCDを用いた天文用カメラ: 越昭旺(雲南天文台)，乗本祐慈，清水実(東京天文台)，藤
井一郎(日本 TI)，J. Hynecek (米 TI)，川上 肇 (東大理)

A25 高感度 TVカメラによる天体スペッグル観測: 野口本和，磯部務三，乗本祐慈(東京天文台)，馬場直志 (北

大工)
A26 二次元偏光線像装置の開発: 武市盛生叱佐々木敏由起(ホ浜松ホトニグス，東京天文台)
A27 Ge:Ga遠赤外線検出器の開発: 庚本宣久，高見英樹(電波研)，斉藤稔，奥田治之(宇宙研)

休態

A28 広視野電波パトロールカメラ用ディジタル複素振幅イコライザーの開発: 大師堂経明，遊馬邦之(早大教育)， 

小原啓義，小松進一(早大理工)，長根潔(東京天文台野辺山)
A29 ディジタル複素振幅イコライザーによる位相制御: 遊馬邦之，大師堂経明(早大教育)，小原啓義，小松進一

(早大理工)，長根潔(東京天文台野辺山)

A30 SIS受信機の広帯域光学系. 稲谷順司，春日 隆，石黒正人，坪井昌人(東京天文台野辺山)，増田剛徳(三

菱電機，通信機製作所)
A31 A VERY LOW.NOISE SIS RECEIVER USING Nb/Al.A10x/Nb JUNCTIONS FOR 40GHz BAND (II): 

坪井昌人，稲谷順司，坂本彰弘，春日 隆，川辺良平，岩下浩幸，宮津敬輔(東京天文台野辺山)
A32 SIZE EFFECT OF Nb/Al.A10x/Nb SIS JUNCTION: 坂本彰弘，稲谷!願司，坪井昌人(東京天文台野辺山)
A33 ディジタル分光相関器のオーパーフローによるゴーストスペグトルの解析: 奥村幸子(東大理)，近田義広，



会場 s， (ニ階大会蟻室〉

第1日 5月12日(火)午前9時15分より 会場 B

B 1 星震学の観iJll)的試み: 安藤裕康，渡辺悦二，湯谷正美，清水康広(東京天文台)

B 2 早期型星 COphの非動径振動について: 神戸栄治(東大理)，安藤絡康，家 正則(東京天文台)，平田古屋幸
(京大理)

B 3 激変星 SUUMa型の食の光度曲線: 庚瀬雅人，尾崎洋二(東大理)

B 4 晩期型巨星・超巨星の SiO同位体比: 浮田信治，海部宣男(東京天文台野辺山)

B 5 超低温度星の近赤外偏光測光観測: 小林行泰(東京天文台)
B 6 COミリ波分光による赤色巨星の外周囲構造と質量放出: 辻 隆九海野和三郎2，海部宣男S，浮田信治3，S. 

ChoS，泉浦秀行ヘ小山晃一2 (1東京天文台， 2近畿大理工総研， 8東京天文台野辺山，‘東大理)

B 7 光学域で明るい炭素星における HCNメーザー: 泉浦秀行(東大理)，浮田信治，海部室男(東京天文台野辺

山)，辻 隆(東京天文台)，海野和三郎，小山晃一(近畿大理工総研)

休憩

B 8 ミラ型星の周期の離散力学的考察: 西城恵一(科学博物館)，渡辺 誠(富山市科学文化セシター)
B 9 M型星の波長 2.7μmの赤外吸収: 野口邦男(名大理)

B10 M型星のまわりの dustshell: 田辺俊彦(東京天文台)，中田好一，橋本修，上篠文夫(東大理)
Bl1 食連星 U Cepと εAurの光電視1)光: 西村彰洋，佐藤文男(兵庫教育大)

B12 食連星 ABCasの分光観測: 岡崎彰(津田塾大)，中村泰久(都立駒場高)，片平順一(堺市科学教育研)

B13 近援連星の重力減光 IV.半分離系の解析: 中村泰久(都立駒場高)，北村正利(東京天文台)
B14 半分離連星系中の質量エネルギー輸送: 海野和三郎，木口勝義 (近畿大理工総研)
B15 SS433変光の解析: 中田好一(東大理)，小平桂一(東京天文台)

第1日 5月12日(火)午後1時より 会場 B

B16 子午面環流の数値計算法: 江里口良治(東大教養)， E. Muller (MP A)，蜂巣泉 (LSU)

B17 高密度星におけるアグシオン制動車富射過程 I.フォノン過程の寄与の理論: 中川政之，足立朋生，神山泰治，

伊藤直紀(上智大理工)

B18 高密度星におけるアクシオン制動車高射過程 11. フォノン過程の寄与の数値結果: 足立朋生，中川政之，神山

泰治，伊藤直紀(上智大理工)
B 19 Weber.Davis理論による星風の解析 (IV): 斎藤泰通(岩手大教育)

B20 重力波と結びついた中性子星の共鳴振動: 小鳥康史(京大理)

B21 カオスをつくる非断熱振動子: 竹内 峯(東北大理)，田中靖夫(茨城大教育)
B22 Nonlinear Oscillation of Magnetoshere arroud Compact Objects: 花見仁史，坂下志郎(北大理)

B23 差動回転するディスクの安定性: 観山正見，関谷 実(京大理)
B24 物質速度 vr，v8， v~ を考慮した降着円盤モデノレ: 桑原富美子(立教大理)
B25 Supercritical accretion: 蓬茨霊運(立教大理)

B26 一般相対論的降着円盤の熱的不安定性: 角張健一，蓬茨霊運(立教大理)
B27 ブラッグホール+降着円盤系のカラー写真 1: 横山卓史，福江 純(大阪教育大)

休憩

B28 ブラックホール+降着円盤系のカラー写真 11.光度曲線: 福江 純，横山卓史(大阪教育大)

B29 X線パースト中の0.65秒振動. 村上敏夫，井上ー(字宙研)，蓬茨霊雲(立教大理)
B30 新星をおこした星が超新星になる可能性について: 加藤万里子(慶応大)，野本憲一(東大教養)

B31 大マゼラン雲の超新星 (SN1987a)のProgenitorについて: 野本憲一，橋本正章，茂山俊和，杉本大一郎(東

大教養)

B32 大マゼラン雲の超新星 (SN1987a)の爆発モデル: 茂山俊和，野本憲一，橋本正章，杉本大一郎(東大教養)

B33 SN 1987aの回転重力崩壊モデル: 中村卓史(京大理)，福来正孝(基研)
B 34 KAMIOKANDEにおける超新星ニュートリノの観測1): 平田慶子，梶田隆章，小柴昌俊，中畑雅行，大山雄一，

佐藤伸明，鈴木厚人，潮田正人，戸縁洋二(東大理)，木舟正，須田英博(宇宙線研)，高橋嘉右，谷森逮
(高エネ研)，宮野和政，山田正史(新潟大理)，.E. W. Beier; S. B. Kim， A. K. Mann， F. M. Newcomer， 



会場 A (一階講演室〉

石黒正人，神沢富雄，半田一幸(東京天文台野辺山)

A34 鹿島局と第2期 TDRSスペース VLBI実験: 徳丸宗利，雨谷純， ) 11口則幸(電波研鹿島)，西村敏充，高

野忠(宇宙研)，平林久，森本雅樹，井上允(東京天文台野辺山)， G. S. Levy， R. P. Linfield， J. S. 
Ulvestad (JPL) 

A35 国際地球回転事業における VLBI試験観測スケジュール: 吉野泰造，高橋幸雄(電波研鹿島)，横山紘一，真
鍋盛二(緯度観測所)

A36 327MHzでのパノレサー電波観測: 小島正宜，丸山一夫，石田善雄(名大空電研)，平林 久，御子柴 庚，宮

地竹史(東京天文台野辺山)，藤本真克，松田 浩(東京天文台)

A37 野辺山 45m望遠鏡のアンテナ能率 (n): 宮沢和彦，鷹野敏明，井上允，長谷川哲夫，北村良実(東京天
文台野辺山)

A38 マイグロコンピュータを用いた名大 4m鏡用分光データ処理装置: 野津悟徳，杉谷光司，小川英夫，福井康

雄(名大理)

A39 波長 8CMラジオヘリオグラフの低雑音化と宇宙電波観測: 銭自信三，柴崎清登，西尾正則，鳥居近吉(名大

空電研)

A40 加速された detectorの観測する温度の起源: 森川雅博(阪大理)

第2日 5月13日(水)午前9時より 会場 A

A41 短寿命星間分子の電気双極子モーメントの決定: 金田博幸，山本 智，斎藤修二(名大理)

A42 暗黒星雲中の強い未同定分子スペグトル線群の発見: 海部宣男，鈴木博子，大石雅寿，宮地竹史，石川晋ー，

春日 隆，森本雅樹(東京天文台野辺山)，粛藤修二(名大理)

A43 星間分子の実験室における分光と U45379を含む 14本のUラインの同定: 粛藤修二(名大理)， ) 11口建太郎

(分子研)，山本智(名大理)，大石雅寿，鈴木博子，海部宣男(東京天文台野辺山)

A44 新星間分子， CCSラジカルの検出と Uラインの同定: )11口建太郎(分子研)，粛藤修二，山本 智(名大理)， 
大石雅寿，鈴木博子，海部宣男(東京天文台野辺山)

A45 イオウを含む炭素鎖分子 CsSの検出: 山本 智，斎藤修二(名大理)， ) 11口建太郎(分子研)，海部宣男，鈴
木博子，大石雅寿(東京天文台野辺山)

A46 C2S， CsSの量子化学計算: ・村上明徳(北大理)

A47 新星間分子 C6H(X2Ilt)の発見: 大石雅寿，鈴木博子，海部宣男，石川晋ー，春日 陰(東京天文台野辺山)， 
村上明徳(北大理)，斎藤修二(名大理)， ) 11口健太郎(分子研)

A48 リングラジカル CsHの発見: 鈴木博子九山本智九斎藤修二1大石雅寿1，石川晋ーヘ海部宣男1(1東京天
文台， 2名大理)

A 49 NGC 2264 IRSの NHsマッピング: 森田耕一郎，川辺良平，鷹野敏明，奥村幸子九春日 隆，石黒正人(東
京天文台野辺山， 1東大理)

休憩

A50 星形成領域，双極流天体の NHs，H20線サーペイ. 春日 隆， )11辺良平，森田耕一郎，鷹野敏明，石黒正人，
村田泰宏(東京天文台野辺山)，小暮智一，中野誠，吉田重臣(京大理)

A51 干渉計による双極流天体 NGC2071の H20観測: 川辺良平，奥村幸子市，石黒正人，近国義広，半田一幸，
岩下浩幸，神沢富雄，春日 隆，森田耕一郎，小林秀行事，村田泰宏ぺ高橋敏一，秋山和英叱青木哲郎事，関

口昌由本(東京天文台野辺山，本東大理)

A52 双極分子流のエネルギー・スペクトル: 長谷川哲夫(東京天文台野辺山)
A53 星間分子ガスは双極分子流の収束に寄与するか?: 高羽 浩，福井康雄(名大理)
A54 Discovery of a CO outflow in Mon Rl: Yang Ji， C. P. Liu， H. Kimura (Purple Mountain Observatory)， 
岩田隆治，福井康雄(名大理)

A55 L 1551分子雲のパイポーラ・パフ.ル. 林正彦(東大理)， J. Bally (ペル研)，海部宣男(東京天文台野辺
山)， R. W. Wilson (ベル研)

A56 W58領域の回転する円盤構造一一微分回転の発見: 面高俊宏1，林正彦九海部宣男s，1中野 誠4，長谷川哲
夫九新庄克彦九鷹野敏明3 (1鹿児島大教養， 2東大理， 8東京天文台野辺山，‘京大理)

A57 NGC7538分子雲の回転ディスグについて: 亀谷 収，長谷川辰彦，平野尚美，梅本智文，中山正敏，高窪啓
弥(東北大理)，関宗蔵(東北大教養)

第2日 5月13日(水)午後1時より 会場 A

A58 NGC2071の高温高速分子流: 鷹野敏明(東京天文台野辺山)，福井康雄(名大理)， G. Winnewisser (Univ. 
Cologne) 

A59 p Oph.east compact outflowと高密度コアとの相互作用: 水野亮，福井康雄，岩国隆浩(名大理)，鷹野敏



会場 B (二階大会議室〉

R. Van Berg， W. Zhang (ペンシルパニア大)

B35 LMCの超新星と重ニュートリノの質量: 高原まり子，佐藤勝彦(東大理)

B36 超新星 1987aからのニュートリノパーストの理論的解析: 佐藤勝彦，鈴木英之(東大理)
B37 Proto・neutron starからのニュートリノ放出と， LMC Supemova: 鈴木英之，佐藤勝彦(東大理)

B38 Ii'ぎんが』衛星による超新星 SN1987 AのX線観視IJ: 田中靖郎九 J諸国和久九他ぎんがチーム (1宇宙研，東大
理，名大理，阪大理，理研，大阪市立大理)

B39 Ii'ぎんが』搭載の ASMによる観測(速報): 北本俊二，常深 博，宮本重徳(阪大理)，他『ぎんが』チーム
B40 SN 1987aと SN1572 (Tycho)の残骸からのX線頼射: 伊藤裕(京大理)，政井邦昭(名大プラ研)，野本憲

一(東大教養)

第2日 5月13日(水)午前9時より 会場 B

B41 INTERPLANETARY DOPPLER SCINTILLATION OBSERVATIONS OF“SAKIGAKE" IN FEBRUA-
RY 1986: 渡辺秀(名大空電研)，広沢春任，山本善一(宇宙研)

B42 極域白斑と磁場の位置比較: 牧田 貢，泉浦秀行，名取正(東京天文台，東大理本)

B43 プラージュ領域における磁場の形状: 川上新吾(京大理)，牧田 賞(東京天文台)
B44 K線の wmgに現われる連続スペグトル: 未元善三郎，日江井栄二郎*，中込箆光*(*東京天文台)
B45 彩層 DarkBandについて: 嘗村一朗(京大理天文台)

B46 太陽マグネトグラフの感度較正: 桜井隆(東京天文台)
B47 静止型プロミネンス中の周期振動 IV: 椿都生夫，豊田 実，末松芳法(滋賀大教育)

B48 フレアにおける 2種類の加速について: 大木健一郎(東京天文台)
B49 マイグロ波とX線によるフレアの観測: 中島 弘1，高倉達雄，新田就亮2，大木健一郎1 (1東京天文台， Zメリ

ーランド大)

休憩

B50 太陽背面フレアのX線・，マイクロ波観測: 小杉健郎(東京天文台)
B51 MSDPデータの解析 1: 花岡庸一郎，北井礼三郎，一本潔(京大理天文台)， R. Muller (Pic du Midi天
文台)， P. Mein (Meudon天文台)

B52 黒点活動の 17ヶ月周期性: 秋岡虞樹(京大理)，久保田 誇(花山天文台)，鈴木美好(J11越高)，一本潔，

醤村一朗(京大理天文台)

B 53 Magnetic Shearの発達形態とフレアー: 黒河宏企，花岡庸一郎，川上新吾(京大理天文台)

B54 コロナル・ホールの微分回転にってい: 鈴木美好(川越高)，久保田 誇(花山天文台)，一本潔，嘗村一朗

(京大理)，黒河宏企(京大理天文台)
B55 太陽・恒星対流層の本質的性質について: 近藤正明(専修大)
B56 太陽内部の音速分布を求める試み: 関井隆，柴橋博資(東大理)

B57 Ha単色像より求めた AFSの速度場: 末松芳法，平井佳奈子，椿都生夫(滋賀大教育)
B58 浮上磁場の2次元 MHDモデル: 柴田一成(愛知教育大)，松元完治，堀内敏朗(京大理)，花輪知幸(名大

理)， R. Rosner (ハーパード大)

第2日 5月13日(水)午後1時より 会場 B

B59 1985年 11月12-13日のハレー馨星のイオンの尾: 高遠徳尚，渡部潤ー(東大理)，新島恒男 (YGCO)，新井

優(高橋製作所)，斎藤尚生(東北大)， Lin Zοng-li (北京天文台)

B60 ハレー琴星の核の内部構造: 渡部潤ーら川上肇ヘ高岸邦夫ペ富田弘一郎2，古在由秀九木下宙Z，中村
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明(東京天文台野辺山)

A60 IC 1396を取り巻く分子雲: 大橋永芳，杉谷光司，福井康雄(名大理)
A61 Ori-north及び Mon-R2分子雲の広域 COサーベイ: 岩田隆治，福井康雄(名大理)

A62 分子雲コアと IRAS点源: 杉谷光司，福井康雄(名大理)

A63 分子流天体と IRAS点源: 福井康雄，高羽浩(名大理)

A64 L 1251における 2個の分子流天体: 佐藤文男(兵庫教育大)，福井康雄(名大理)

A65 赤外反射星雲 GL490，R Monのシェル構造: 山下卓也，佐藤修二(京大理)，長田哲也(ハワイ大学)，林
左絵子(東京天文台野辺山)， I. Gatley (UKIRT) 

休憩

A66 IRC+10216のダストエンベロープ: 田村元秀(京大理)，浮田信治，長谷川哲男(東京天文台野辺山)， I. Mc-
Lean (UKIRT)， M. Burton (NASA ARC) 

A67 超新星残骸 rCygniに付随する分子雲: 立松健一，福井康雄(名大理)
A68 加速された電離波面の不安定性: 大崎徹(龍谷大)
A69 Herbig-Haro天体35個・ OpticalJ et 5個の発見: 小倉勝男(国学院大)， J. R. Walsh (英豪天文台)
A 70 Herbig Be星 LkHa198周辺の分子線観測. 仲野 誠，小暮智一，吉田重臣(京大理)，立松健一(名大理)

A71 反射星雲の CO観測: 田中培生，長谷川哲夫(東京天文台野辺山)

A72 DETAILED STRUCTURE OF B361 CORE: 平野尚美，長谷川辰彦，亀谷 収，中山正敏，高窪啓弥，関

宗蔵(東北大理)

第3日 5月14日(木)午前9時より 会場 A

A73 星生成領域の電離水素再結合線 (H51a， Ori KL， W3 core): 赤羽賢司，林 正彦，長谷川哲夫(東京天文台

野辺山)

A74 IRAS天体の光学同定一一へびつかい座暗黒星雲領域: 市川 隆，西田 稔(京大理)

A75 暗黒星雲の質量関数: 冨田良雄(京大理)

A76 孤立暗黒雲 L1221における星生成: 梅本智文，亀谷 収，中山正敏，平野尚美，高窪啓弥(東北大理)
A77 AMMONIA AND CYANOPOLYYNES IN THE EGG BIPOLAR NEBULA: Nguyen-Q-Rieu (東京天文

台野辺山， Meudon)， Truong-Bach (Meudon)， D. Graham (MPIFR) 

A78 T Tauの赤外線・分子線観測: 佐藤修二，山下卓也，田村元秀，周藤浩土(京大理)，林左絵子，田中培生，
海部宣男(東京天文台野辺山)， I. Gatley (NRAO)， J. Hough (Hatfield Polytech) 

A79 星周塵の 3μm波長域の高分解能観測: 坂田 朗，和田節子(電通大)，中国好一，尾中 敬(東大理)， A. 

T. Tokunaga，長田哲也， K. Sellgren， R. G. Smith (IAUH) 

A80 Galactic Anti-Center方向の惑星状星雲. 田村虞一(東北大理)， R. A. Shaw (リッグ天文台)

A81 回転する磁気雲の自己重力による収縮: 羽部朝男(北大理)
A82 Interstellar Mediumの幾何学: 吉岡諭(東京天文台・東大理)，池内了(東京天文台)

第3日 5月14日(木)午後1時より 会場 Aセン....
A83 秦漢時代の暦日 (頗頭暦の算法): 古川朕一郎(東京天文台)
A84 有限振幅の Vander Pol型振動: 堀源一郎(東大理)

A85 土星の衛星ヒュペリオーンの軌道改良: 畑中至純(東京天文台)

A86 永年共鳴 νeにある小惑星の離心率変化: 吉川 真(東大理・東京天文台)

A87 逆行天体と順行天体の永年摂動: 中井宏，木下宙(東京天文台)
A88 静止衛星の位置計算: ピラパットシリソムプーンラープ，平山智啓(東京天文台)

A89 光行差の解析的計算式: 相馬充(東京天文台)
A叩 TOKYO PMCによる観測フ.ログラム 1987-1989年: 鈴木駿策，吉津正則，宮本昌典(東京天文台j

A91 (1861-1984)期間のチャンドラ一括動: 若生康二郎，石川利昭(緯度観)

A92 大気励起関数の国際比較(1): 内藤勲夫，菊地直吉，横山紘一(緯度観)
A93 インフレーション宇宙での gravitino崩壊による軽元素光分解; 寺沢信雄，川崎雅裕，佐藤勝彦{東大理)

休惣
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士三清水実2，乗本祐慈人 1中田喜_2(1東大理， Z東京天文台， 8宮崎大)
B61 ハレー馨星の IonTailの位置角: 田鍋浩義，古川叡一郎(東京天文台)，竹内端夫，瀬尾基治，栄楽正光(字

宙研)

B62 Comet Wilson (19861)の光度について: 香西洋樹，鳥居泰男(東京天文台)
B63 馨星イオンテイルと太陽風の相互作用の室内実験: 南 繁行(大阪市大工)， P. J. Baum (General Research 
Corp.)， G. Kamin (Sandia Lab. Inc.)， R. S. White (Univ. Califomia) 

B64 ダスト・パースト時の慶の諸特性: 向井正，向井苑生(金沢工大)，菊池仙(東京天文台)

B65 流星轄射点の位置の分散の計算. 長沢工(東大地震研)

B66 太陽系小天体にみられる負偏光の説明: 向井苑生，向井 正(金沢工大)

休憩

B67 小惑星の族のサイズ分布: 三上孝雄(大阪学院大)，石田恵一(東京天文台)
B68 1984年の Blueclearingと Oppositioneffect: 赤羽徳英(飛腐天文台)， 岩崎恭輔，斎藤良一(花山天文台)，

鳴海泰典(九州、l東海大工)
B69 火星永久南極冠の縮小の年変化: 斉藤良一， 岩崎恭輔(花山天文台)，赤羽徳英(飛廊天文台)
B70 1986年 10月の木星上層雲の構造について: 佐藤毅彦穴沢岡直格付，赤羽徳英紳，川端 潔*伊東大理，林飛

関天文台)
B 71 On the Origin of the Planetary Spin Angular Momentum by Accretion of Planetesimals 1. Property of Col-

lision orbits: 谷川清隆， 真鍋盛二(緯度観測所)

B72 海王星の形成: 中野武宣(京大理)
B73 惑星領域外部の馨星雲について: 山本哲生(宇宙研)，小笹隆司(東大宇宙線研)

第3日 5月14日(木)午前9時より 会場 B

B74 温度分布の異なる恒星円盤の大局不安定: 穂積俊輔(京大理)

B75 非一様重力場でのパーカー不安定 III.非線形振動: 堀内敏朗，松元亮治(京大理)，柴田一成(愛知教育大)， 
花輪知幸(名大理・ Max-Plank-Institut)

B76 11晶状銀河の磁場構造: 藤本光昭(名大理)，沢武文(愛知教育大)， H. Lesch， M. Krause， R. Beck (MPIfR) 
B77 銀河の渦巻き磁場 lV. BSS磁場の解の性質: 沢 武文(愛知教育大)，藤本光昭(名大理)

B78 銀河磁場のダイナモ理論1. 11晶状腕(密度波)の効果: 土佐 誠(東北大理)

B79 銀河磁場のダイナモ理論 ll.銀河面に垂直方向のシアーの効果: 千葉柾司，土佐 誠(東北大理)

B80 垂直銀河磁場: 祖父江義明(東大理)

B81 垂直磁場をもっ銀河中心円援における爆発. 梅村 聡，伊木和男，柴田一成(愛知教育大)，祖父江義明(東

大理)，中井直正(東京天文台野辺山)

B82 Modified Lagrangian Formalismでの穏射流体力学: 森田一彦，兼古昇(北大理)

B83 非正面衝突による星間雲および銀河の角運動量起源について: 長沢幹夫，観山正見(京大理)

B84 銀河相互作用と活動性: 河原真則，田原博人，加藤龍司(宇都宮大教育)

第3日 5月14日(木)午後1時より 会場 B

B85 分子雲リングの形成と銀河中心域へのヵ・ス流入: 福長正考，土佐 誠(東北大理)

B86 銀河ハローガスの IonizationStructure: 伊藤昌尚(東京天文台・東大理)，池内 了(東京天文台)

B87 楕円銀河のX線ガスハローの形成 III: 服部 誠，羽部朝男(北大理)

B88 銀河における散逸構造一一渦状腕構造: 野桜俊也(北大理)
B89 銀河 M82のCO(J=2-1)マッピング: 中井直正(東京天文台野辺山)，祖父江義明(東大理)， N. Loiseau， 
R. Wielebinski (MPIfR)， U. Klein (Bonn大学)

B90 WIND FROM THE STARBUSRST NUCLEUS OF NGC7714: 谷口義明ヘ)11良公明Z，西国稔E，田村
虞-I，西田実継8(1東北大理， 2京大理， 8神戸女子大)

B91 銀河スケールの双極流: 富阪幸治，池内 了(東京天文台)
B92 星生成銀河 To11924-416の高分散分光. 家 正則(東京天文台)， M.-H. Ulrich (ESO)， M. Peimbert (UN 

AM) 

B93 媛小橋円銀河における環境効果: 市川伸一(東大理)

B94 局部超銀河団における環境効果の検定・ 青木哲郎，市川l伸一(東大理)，岡村定短(東京天文台)
B95 笈小楕円銀河の形成と進化 (III): 中村明子，土佐 誠(東北大理)

休憩
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A94 超対称性的インフレーショシ宇宙における非熱的パリオン数生成: 横山順一，佐藤勝彦(東大理)，小玉英雄
(京大教養)

A95 非等方宇宙におけるゲージ不変なゆらぎ: 田 光江(広大理論研)

A96 大規模銀河流と崩嬢粒子宇宙モデル. 冨国憲二，杉山 直(広大理論研)
A97 大域的非一様性と m-zrelationの非等方性: 佐々木節(広大理論研)
A98 非一様宇宙における N-zrelation: 葛西真寿，佐々木節(広大理論研)

A99 ストリ ングループによる銀河形成とパリオンの冷却: 伊沢瑞夫(東大理)，佐藤文隆(京大理)
Al00膨張宇宙での密度ゆらぎの非線形成長 (caustics発生以後): 郷田直輝(京大理)
A101宇宙の大局構造のトポロジーについて. 岡田理佳，福江純，横尾武夫(大阪教育大)

A102サプミリ波字宙背景放射の観測 1: 佐藤紳司(字宙研)，早川幸男，松本敏雄，村上浩，松尾宏(名大
理)， A. E. Lange， P. L. Richards (加大， Berkeley) 

A103サプミリ波宇宙背景放射の観iJ!IJ ll: 松本敏雄，早川幸男，村上浩，松尾宏(名大理)，佐藤紳司(字宙
研)， A. E. Lange， P. L. Richards (加大， Berkeley) 

ポスターセッション

P 1 G.S.W.の結成と“あじさい"の観視IJ: 冨田弘一郎，吉田忠彦，野子谷一郎 (AES)，中野主一 (SAO)
P 2 IMAGINE OF THE OUTFLOW IN CEPHEUS A: 林左絵子(東京天文台野辺山)， J. BALLY (Belt 
Lab.) ，林正彦(東大理)

P 3 Cep A W75S領域における H20メーザー源の分布: 小林秀行，浮田信治，石黒正人，春日 隆，森田耕一郎，
近田義広，奥村幸子，川辺良平(東京天文台野辺山)

P 4 電波へリオグラフ計画: 甲斐敬造(東京天文台)， !産自信三 (名大空電研)，太陽電波研究者グループ

P 5 電波ヘリオグラフのアンテナ配列とその性能評価: 柴崎清登(名大空電研)，小杉健郎(東京天文台)
P 6 電波へリオグラフの相関器に関する検討: 西尾正則，小林勝司(名大空電研)，中島 弘(東京天文台)
P 7 S52O-8 CN/GUVによる乙女座銀河回目の紫外線観測: 渡辺鉄哉，小平佳一，山口朝三，中桐正夫(東京天

文台)，田中済，尾中敬， 渡部潤ー(東大理)

P 8 S520-8号機搭載用 MCPの開発: 山口朝三，小平佳一，渡辺鉄哉(東京天文台)，松浦恵樹(浜松ホトニグス〉
P 9 S-520-8号機搭載用金属鏡の開発: 中桐正夫(東京天文台)，田中 済，尾中 敬(東大理)，河野嗣男(金沢大〉
P10 原子スペクトル線データベース: 平田青島平，洞口俊博(京大理)

P11 パノレサーの電波観測: 平林 久，宮地竹史，御子柴庚(東京天文台野辺山)，小島正宣，丸山一夫，石田善雄

(空電研)，藤本真克，松田 浩(東京天文台)
P12 TDRS衛星を利用した字宙空間 VLBI実験-ll: 森本雅樹，平林久，井上允，宮地竹史，御子柴贋，
岩下浩幸(東京天文台)，林友直，西村敏充，高野忠，山田隆弘，市川勉(宇宙研)，徳丸宗利，雨谷純，
)11口則幸(電波研)，G. Levy， R. Linfield， R. Quinn (JPL) et al. 

P13 さきがけによる太陽圏中性面の観測と HALLEY馨星に関する準平行 MODEL: 斎藤尚生九青木勉え斉藤
馨児s，平尾邦雄ぺ 湯元清文1，中川朋子S，鈴木硲見子1 (1東北大理， 2東京天文台， S法政大，‘東海大， S字宙研)

P14 HALLEY琴星の 12月31日KNOT現象の DUM法解析と DYNAMICPRESSURE MODEL: 平尾邦雄

(東海大工)，青木勉 (東京天文台)，雨繁行(大阪市立大工)，渡辺潤ー(東大理)，斎藤尚生(東北大理)，

斎藤馨児(法政大)

P15 Halley馨星の 1986年 1月10・11日 KINKEVENTの観測とその動力学的解釈: 栄楽正光(字宙研)，富田

弘一郎 (A.E.S.)，斎藤尚生(東北大理)，南繁行(大阪市立大工)，瀬尾基治(宇宙研)
P 16 DIGIT AL UNSHARP MASKING法による HALLEY琴星の解析と SLIPPINGIMF MODEL: 青木勉

(東京天文台)，斎藤尚生(東北大理)，岡村定矩(東京天文台)

P17 広帯減木星電波観iJ!1卜 前田耕一郎(兵庫医大)
P18 太陽について: 碓井信光(日大理工)



会場 B (二階大会議室〉

B96 NGC 1068中の恒星状特異天体の連続穏射: 兼古昇，佐藤哲也(北大理)，佐々木実(京大理)
B 97 Vir A， 22 GHz連続波の干渉計観測: 村田泰宏大川辺良平，石黒正人，岩下浩幸，奥村幸子ぺ春日 隆，神

沢富雄，小林秀行*，高橋敏一，近田義広，森田耕一郎(東京天文台里子辺山，事東大理)

B98 セイフアート銀河 NGC4151の中心核の変光: 大谷浩(京大理)
B99 KUG 2259+157の分光解析: 前原英夫，野口 猛(東京天文台)

B1∞H 対を考慮したプラズマの待問発展. 高原文郎(東京天文台)
B101相対論的ジェットと系外電波源の統計 (II): 森沢勝郎(東大理)，高原文郎(東京天文台)

B102降着円盤によって駆動される電磁ジェット: 鏑木修(東北大理)
B103磁気捻れモデルの銀河ジェットへの応用: 演武久司ヘ内田 登1ぺ柴田一成8(1東大理， 2東京天文台， S愛知

教育大)

B104密小銀河グループ CGCG202 II: 小平桂一， 家正則，岡村定矩(東京天文台)，A. Stockton (UH)，青木

哲郎，橋本修(東大理)

B105グラスター銀河におけるアイ ソフォトの軸比・長軌の位置角: 水野孝雄1，渡辺正明Z，村上徳伸1(1東京学芸

大， 2東京天文台)

B106銀河の重力的集団化:熱力学的理論と数値計算との比較: 伊藤 誠，稲垣省五(京大理)， W. C. Saslaw (ヴ
ァージニア大)

〈一階102号会議室)

P19 てんまによる lE2259+586の観測: 小山勝二(宇宙研)
P 20 Arcturusの表面温度と，gfー値 (FeI)による影響: 沢田直樹，横田~'I台，川端 潔(東京理科大理)
P21 低温度星の IRASスペクトルと可視光スペグトル: M.Othman，石岡慈一，岡村定矩，西村史朗 (東京天文

台)
P 22 DUST SHELL AROUND M MIRA V ARIABLES II: 尾中敬(東大理)

P23 微分回転する星の振動的対流モード. 李字現(東大理)
P24 降着円盤内の流れについて )11合 靖，江里口良治(東大教養)
P25 降着円盤コロナからの再結合鉄輝線: 政井邦昭(名大プラズマ研)，平野辰己(目立研)，早川幸男，長瀬文昭

(名大理)， 1，高田和久(宇宙研)
P26 X線源 CirX-1での臨界量を超える質量降着: 井上一，池上 健(宇宙研)
P27 iぎんがJGBDによるガンマ線パースト GB870303の観測: 伊藤真之(字宙研)他「ぎんが」チーム(宇宙
研，ロスアラモス研，宇宙線研，立教大，理研)

P28 A型特異星 HR3831の高速脈動: 柴橋博資(東大理)， D. Kurtz (ケープタウン大)
P29πCetiの柴外域スペグトルの吸収線同定. 洞口俊博，平田龍幸，上杉 明(京大理)
P30 断熱脈動に現われる不規則振動について: 相川利樹(東北学院大工)， Charles A. Whitney (CfA) 

P31 Be星長周期 VjR変動のモデル: 岡崎敦男(北海学園大教養)
P32 近接連星 BLEriの光学観測: 山崎篤磨(東大教養)，寿岳 i関(東京天文台)，関 宗蔵(東北大教養)
P33 銀河中心領域の 18CO高分解能観測IJ: 井上 允，坪井昌人，浮田信治(東京天文台野辺山)， J. Bally (BTL)， 
M. Morris (UCLA)， F. Yusef.Zadeh (NASAjGSFC) 

P34 多体問題のペクトル計算機用コードについて. 松下型一，小川原英樹，反橋 卓，石沢俊亮(京大理)
P 35 CLUSTER ANALYSES OF THE LARGE.SCALE STRUCTURES IN THE UNIVERSE: 梅村雅之，

池内了(東京天文台)，伊藤昌尚(東大理)，N. A. Bahcall (STSCI) 

P36 天文教具の普及度に関する調査研究: 磯部務三，佐々木五郎(東京天文台)，瀬尾秀彰，篠原信雄(駿台学園)


